
生物多様性保全推進支援事業 １３０百万円（１００百万円）

自然環境局 自然環境計画課 生物多様性地球戦略企画室

１．事業の概要

（１）目的

「21世紀環境立国戦略」や「第３次生物多様性国家戦略」、「生物多様性基

本法」を受けた自然共生社会づくりを着実に進めていくため、地域における生

物多様性の保全再生に資する活動を支援する。

支援事業のメニューは以下のとおり。

①野生動植物保護管理対策

②外来生物防除対策

③重要生物多様性地域保全再生

（２）実施主体

地域住民、ＮＰＯ・ＮＧＯ、組合、事業者、地方公共団体、その他の地域に

おける活動団体等により構成される「地域生物多様性協議会」

（３）対象経費

① 地域生物多様性保全委託費（委託事業：国費10／10）

協議会の運営、活動計画の策定、協議会の活動に関する広報等を行うために

必要な経費

② 地域生物多様性保全活動支援費（交付金事業：国費１／２以内）

地域における生物多様性の保全再生に資する活動を行うために必要な経費

※ 事業期間は１ヵ所あたり２～３年程度を想定

２．年次計画

平成20年度～平成24年度（５年間） 支援事業の実施

３．成果目標

①地域における、希少な野生動植物の生息・生育環境の保全及び鳥獣と人との

あつれきの解消を図る。

②外来生物による生態系への影響等を軽減・防止する。

③全国的な観点から重要な地域における生物多様性の保全等に資する活動を支

援することで、国土全体の生物多様性の保全再生を推進する。

４．備考

（事業費内訳）

生物多様性保全推進支援事業（13ヵ所程度） １ヵ所あたり国費１０百万円程度

合計 １３０百万円
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